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●
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
の
給
付（
再
支
給
）

【
１
億
９
０
０
万
円
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、子
育
て
と
仕
事
を一人
で
担

う
ひ
と
り
親
世
帯
に
特
に
大
き
な
困
難

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、子
育

て
に
対
す
る
負
担
の
増
加
や
収
入
の
減

少
に
対
す
る
支
援
の
た
め
に
支
給
さ
れ

て
い
る
、ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
に
つ
い
て
、国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、

「
基
本
給
付
」の
再
支
給
を
実
施
す
る

も
の
で
す
。

●
救
急
業
務
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の
強
化

【
６
０
０
万
円
】

感
染
防
止
衣・手
袋
、医
療
用
マ
ス
ク
、人
工
呼
吸
用
フ
ィ
ル
タ
ー
、

消
毒
液
等
、必
要
な
物
品
の
購
入
を
行
う
も
の
で
す
。季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
に
も
備
え
、一
部
の
備
品
に
つ
い
て
は
価
格

高
騰
や
発
注
個
数
の
制
限
が
あ
る
な
か
、早
期
に
執
行
し
、備
蓄
分

と
合
わ
せ
た
十
分
な
数
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、万
全
の
救
急

業
務
体
制
を
維
持
し
て
い
く
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
医
療
機
関
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
の
強
化

【
２
６
９
０
万
円
】

●
高
齢
者
へ
の
検
査
費
用
の
支
援

【
３
７
２
万
円
】

●
市
役
所
窓
口
の
混
雑
緩
和
に
向
け
た
取
組【

７
５
０
万
円
】

６
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り（
総
務
委
員
会
審
査
）

●
公
共
施
設
の
感
染
拡
大
防
止
対
策

【
８
３
４
万
円
】

７
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
あ
り（
経
済
建
設
委
員
会
審
査
）

第７弾！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

６件

予算

12件
条例

54件
事件議決

12月
定例会

2020年
11/30～12/21

上程された議案

詳しくは市ウェブサイト
「ひとり親世帯臨時特別給付金
（基本給付）の再支給」

• 山口市医師会、吉南医師会等の関係機関と
調整の上、検査体制を整備されたい。

• 地域医療の疲弊度合いを増やさぬよう、検
査方法や人員整備など十分吟味され、医療
現場の負担軽減を図られるようお願いし
たい。

指摘・要望

●
地
域
外
来・検
査
セ
ン
タ
ー
の
拡
充

【
１
９
６
３
万
円
】

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
に
お
け
る

発
熱
患
者
の
増
加
に
備
え
、セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
拡
充
し
、こ
れ
ま
で
週

２
日
で
あ
っ
た
運
営
日
を
、最
大
で
週
５
日
に

拡
充
す
る
も
の
で
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
の
確
保
【
５
５
０
０
万
円
】

国
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
が
開
始
さ
れ
た

際
に
、対
象
者
と
な
る
市
民
へ
速
や
か
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ
う
案
内
、予
診
票
、相

談
体
制
の
整
備
な
ど
の
準
備
を
進
め
る
も
の

で
す
。

• 円滑なワクチン接種に向けて、万全の体制
を整え、市民に十分な情報提供を行って
ほしい。
• 関係機関ともしっかりと連携し、市民の安
心・安全を守っていくための準備を行うこと。

指摘・要望

　これまでに給付を受けてい
ない方で、12月時点で感染症
の影響により収入が急変され
た方などは相談を。

新型コロナウイルス感染症
経済対策

【
１
億
９
０
０
万
円
】

　これまでに給付を受けてい
ない方で、12月時点で感染症
の影響により収入が急変され

未来に希望がもてる支援を！
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•さらなる支援を !!
• このたびの支援給付金の給付業務で構築する、市から
農業者への直接支援の仕組みを今後も活用すること。
• 目に見える支援をスピード感を持って実行すること。

指摘・要望

　藤本孝治教育長の再任を
全会一致で同意しました。
　本会議における議員から
の質問に対し教育長は、「地
域への愛着や誇りを持つこ
とができる子ども、自信を
持って自ら未来を切り拓いて
いく子ども、命を大切にし相
手を思いやることができる子
どもを山口のまち全体で育
てていく」との心強い決意を
表明しました。

議案第63号
教育長の任命（再任）

県内作況指数 全国最低の「73」 （平年「100」）
山口市を含む県西部については「67」で過去最低を記録

　
収
穫
前
を
襲
っ
た
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ（
害
虫
）の
異
常
発
生
や

台
風
被
害
に
よ
り
、水
稲
の
品

質
は
低
下
し
収
穫
量
は
激
減
し

ま
し
た
。

　
長
年
農
業
を
営
ん
で
こ
ら
れ

た
農
業
者
か
ら
は「
も
う
農
業

を
や
め
た
い
」「
子
や
孫
の
代
に

は
や
ら
せ
た
く
な
い
、田
は
残

し
た
く
な
い
」「
自
分
の
家
で
食

べ
る
お
米
も
な
い
」と
い
っ
た
悲

痛
な
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

未来に希望がもてる支援を！

pick
up
ピックアップ
12月定例会

生
産
意
欲
の
向
上
と

今
後
の
経
営
の
継
続
を
図
る
た
め
に

●
水
稲
生
産
農
業
者
支
援
事
業
費       【
５
０
０
０
万
円
】

被
害
を
受
け
た
水
田
10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
０
０
０
円
の
支
援
給
付
金
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。

　

農
業
者
の
切
実
な
状
況
を
聞
い
た
多

く
の
議
員
か
ら
、さ
ら
な
る
支
援
を
求
め

る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、県
が
創
設
す
る
次
年
度
の
作
付

け
に
必
要
な
種
子
の
購
入
経
費
を
助
成

す
る
事
業
や
、山
口
県
農
業
協
同
組
合
等

の
関
係
団
体
と
の
協
力
に
よ
る
防
除
に
係

る
技
術
的
支
援
等
と
一
体
と
な
っ
た
対
応

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、こ
の
た
び
の
支
援
給
付
金
へ
の

上
乗
せ
も
含
め
た
積
極
的

な
支
援
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
支
援
給
付
金
の
申
請
を
！
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　令和２年12月を目途に取りまとめる予定となっていた基本設計が、電気・機械設備の計画検討や、周辺道路及び構
内道路の形状等の協議に時間を要し、スケジュールが遅れているとの説明がありました。質疑の中で詳細を確認し、
今後の見通しを確認しました。
　また、整備コストが10億円以上増加する地下駐車場部分の再検討を求める意見や、中心商店街等の周辺駐車場の

活用などによる必要台数の精査を求める意見があり
ました。加えて、周辺道路からの歩行動線の検討状
況、コンビニエンスストアや金融機関等の配置状況、
ユニバーサルデザインや職員の働き方の観点からの
執務エリア、休憩室の在り方、ＢＣＰ計画における災害
時対応、環境に配慮した照明設備の検討等、多岐に
わたるテーマで議論しました。

新本庁舎の建設等に関する調査特別委員会  ～第６回中間報告（要旨）～

　
新
た
に
指
定
管
理
施
設
と
な
る
十

朋
亭
維
新
館
を
含
む
38
の
公
共
施

設
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
議

案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
施
設
機
能
の

発
揮
を
促
す
た
め
、競
争
の
必
要
性

や
地
域
に
密
着
し
た
自
主
事
業
の
実

施
と
そ
の
評
価
、市
の
施
策
へ
の
貢

献
度
や
市
の
積
極
的
関
与
な
ど
、各

施
設
特
有
の
課
題
に
対
す
る
意
見

や
、指
定
管
理
者
の
選
定
や
評
価
の

基
準・方
法
と
い
っ
た
制
度
そ
の
も
の

に
言
及
す
る
意
見
も
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

pick
up
ピックアップ
12月定例会

• 放課後児童クラブについては、新型コロナ
ウイルス感染症の影響による臨時休業にも
しっかりと対応されたことに感謝する。
子どもたちを地域で支えられるよう、緊急
の場合は、行政側も支援体制を一緒に考え
て、行政の最大限の努力により、働きやす
い環境整備に尽力されたい。
• 各施設が市民から親しまれ、健全に運営さ
れるためには、利用者目線の審査も必要で
あることから、選定委員の人選にあたって
は、より多角的な視点から審査ができるよ
う望む。

指摘・要望

　令和３年４月、いよいよ新山口駅北口に産業交流拠点施設が開館
し、続く７月には、２千人の収容が可能なメインホールの供用開始に
よりグランドオープンとなります。今後、コンベンションやコンサート
など全国から多くの人たちが本市を訪れることが予想されています。
　そのような中で、来訪者をいかに湯田温泉などの宿泊施設に誘客
するかが大きな課題となっています。
　このような来訪者に対して、ＭａａＳ（やまぐちＭａａＳ用Ｗｅｂアプリ
「やまぶら」）を活用した複数の交通機関を組み合わせた移動手段の
提供、新山口駅から山口都市核までの乗合タクシーの実証実験など、
より利便性の高い移動方法の提供を計画しています。
　本市では、ラストワンマイルの移動手段として、令和２年９月から
シェアサイクルの実証実験をスタートし、現在、新山口駅や湯田温泉、
山口駅、山口大学周辺など市内13か所に展開しています。また、12
月からは湯田温泉の宿泊施設と観光案内所などの３か所に、１～２
人乗りの超小型モビリティを配置し、観光客の移動を容易にするなど、
交流人口拡大と利便性向上策を検討しています。
　脱炭素化が叫ばれる中で、このようなＣＯ₂を排出しないシェアサ
イクルや電動小型モビリティの導入に市民の注目も集まっています。

産業交流拠点施設とM
マ ー ス
aaSによる移動手段の実証実験

湯田温泉観光案内所、ユウベルホテル
松政、一の坂川交通交流広場にて無料
貸出の超小型モビリティ

シェアサイクルは各地に設置されたス
テーションで貸出、返却が可能

気になる動き

イメージ図
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議案の審議結果■■■全員賛成で可決した議案
予　　　　　算

●令和２年度山口市一般会計補正予算（第９号）
　　２・３ページに関連記事
●令和２年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
●令和２年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
●令和２年度山口市介護保険特別会計補正予算（第２号）
●令和２年度山口市一般会計補正予算（第10号）
　　２ページに関連記事
●令和２年度山口市一般会計補正予算（第11号）
　　２ページに関連記事

条　　　　　例
●山口市議会の議員の議員報酬及び非常勤の職員の報酬並びに費用

弁償等に関する条例の一部を改正する条例
●山口市特別職の給与に関する条例の一部を改正する条例
●山口市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
●山口市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例
●山口市地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に

関する条例の一部を改正する条例
●山口市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市山口児童館設置及び管理条例の一部を改正する条例
●山口市徳地老人福祉センター設置及び管理条例を廃止する条例
●山口市デイサービスセンター設置及び管理条例の一部を改正する

条例
●山口市国民健康保険条例の一部を改正する条例
●山口市水道事業等の設置等に関する条例及び山口市下水道条例の

一部を改正する条例
●山口市阿知須地域下水道事業受益者負担に関する条例

事　件　議　決
●字の区域の変更並びに町の区域の新設及び変更について
●字の区域の変更について
●山口南総合センターの指定管理者の指定について
●山口ふれあい館の指定管理者の指定について
●十朋亭維新館の指定管理者の指定について
●やまぐちリフレッシュパークの指定管理者の指定について
●やまびこ学級の指定管理者の指定について
●すずみ学級の指定管理者の指定について
●すずみ第２学級の指定管理者の指定について
●うえき学級の指定管理者の指定について
●みなみ学級の指定管理者の指定について
●しょうだ学級の指定管理者の指定について
●ひめやま学級の指定管理者の指定について
●さわやか学級の指定管理者の指定について
●もみじ学級の指定管理者の指定について
●もみじ第２学級の指定管理者の指定について
●なかよし学級の指定管理者の指定について
●わくわく学級の指定管理者の指定について
●くすのき学級の指定管理者の指定について
●たんぽぽ学級の指定管理者の指定について
●はちのこ第２学級の指定管理者の指定について
●山口市小鯖高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市大内高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について

●山口市宮野高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市吉敷高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市平川高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市陶高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市鋳銭司高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市名田島高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市秋穂二島高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市嘉川高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市佐山高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市小郡高齢者生きがいセンターの指定管理者の指定について
●山口市小郡高齢者生きがいセンターさるびあ館の指定管理者の指定

について
●山口市串地区老人作業所の指定管理者の指定について
●山口市老人福祉館及び山口市山口児童館の指定管理者の指定について
●山口市宮野地域交流ステーションの指定管理者の指定について
●山口市働く婦人の家の指定管理者の指定について
●道の駅「きらら　あじす」の指定管理者の指定について
●阿東ふるさと交流促進センターの指定管理者の指定について
●小郡体育館耐震補強・改修工事の請負契約の締結について
●徳地地域複合型拠点施設新築機械設備工事の請負契約の締結について
●徳地地域複合型拠点施設新築電気設備工事の請負契約の締結について
●徳地地域複合型拠点施設新築工事の請負契約の締結について
●新山口駅北地区拠点施設建設工事の請負契約の一部を変更すること

について
●山口市立小中学校教育用コンピュータの取得について
　　６ページに関連記事
●教育長の任命について
　　藤本孝治氏（再任）
●教育委員会の委員の任命について
　　佐々木司氏（再任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　上田雅憲氏（再任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　内山秋久氏（再任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　益田正規氏（再任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　竹下雅樹氏（新任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　木村葉子氏（新任）
●固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　　福田智里氏（新任）

慎重な
審議の結果、
今定例会では
72議案を

可決しました。

新たに指定管理者を指定した「十朋亭維新館」
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LINE 公式アカウント名：山口市
LINE ID：＠ yamaguchi-city

×
山口市 LINE

　
窓
口
に
お
け
る
混
雑
の
軽
減
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
、
来
庁
者

が
特
に
集
中
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
山
口
総
合
支
所
市
民
課
及
び
小
郡
総

合
支
所
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
に
、
待
合
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る

機
器
を
導
入
す
る
。
待
合
状
況
の
確
認
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
可
能
で

あ
り
、
山
口
市
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
と
の
接
続
も
予
定
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
総
務
部
）

　
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
個
別
最
適
化
さ
れ
、
創

造
性
を
育
む
教
育
環
境
を
整
備
（
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
実
現
）
す
る
た
め
、
児
童
生
徒
に
１
人
１

台
の
端
末
を
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に
配
備
す
る
。

　
端
末
や
電
子
黒
板
な
ど
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
子
ど
も
た
ち
同
士
が
意
見
交
換
し
、
他
の
意

見
を
も
と
に
自
分
の
考
え
を
深
め
る
な
ど
の
場
面
が

増
え
て
き
て
い
る
。

　
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
教
員
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
ス
キ

ル
の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
研
修
等
に
よ
り
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
家
庭
に
対
す
る
通

信
環
境
整
備
の
た
め
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

（
担
当
部
局
：
教
育
委
員
会
）

児
童
生
徒
１
人
に
つ
き
１
台
の

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
の
整
備

教育民生
委員会

総務
委員会

感
染
症
対
策
に
つ
な
が
る

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
取
組
は

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育

民
生
」「
生
活
環
境
」「
経
済
建
設
」「
予

算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置
し
、

各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の
議
案

や
業
務
等
の
審
査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。

　各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ウェブサ
イトに掲載しています。

・ 実施により法人登記手数料や各
種経費も伴う事業所への説明は、
自治会任せにならないよう市から
丁寧に説明して合意を得るように。

委員の意見

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

端末や電子黒板を使った授業

　
８
月
か
ら
運
用
開
始
し
た
山
口
市
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
は
、
登
録
者
数
が
１
万
２
千
人
を
超
え
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。
ご
み
の
分
別
品
目
や
捨
て
方
の
問
い
合
わ

せ
の
応
答
を
自
動
で
行
う
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
機
能
等
が
好

評
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
運
用
開
始
な
ど
に
よ

り
内
容
を
充
実
さ
せ
、
多
く
の
方
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
市
報
な
ど
様
々
な
方
法
で
広
報
し
て

い
く
。

（
担
当
部
局
：
総
合
政
策
部
）

総務
委員会

Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

利
用
状
況
は

　
新
山
口
駅
北
側
の
区
域
に
お
い
て
新
た
な
住
居
表

示
を
実
施
す
る
。
自
治
会
等
と
は
令
和
元
年
度
よ
り

住
居
表
示
の
目
的
や
町
割
、
新
町
名
等
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

　
今
後
、
区
域
内
の
地
域
住
民
に
対
し
、
実
施
後
の

手
続
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
法
人
登
記
の
変
更
等
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
法
務
局
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
登
記
手
続
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
く
。

　
市
民
の
意
見
を
伺
い
、
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

住
居
表
示
を
進
め
、
合
理
的
で
誰
も
が
分
か
り
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

新
た
な
住
居
表
示
「
小
郡
令
和
」

地
域
住
民
等
と
の
合
意
形
成
は

生活環境
委員会
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姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
は
、
先

行
き
の
見
え
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

相
手
方
の
都
市
と
の
情
報
交
換
は
随

時
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
交
流
の
か

た
ち
を
模
索
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
多
文
化
共

生
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

外
国
人
市
民
や
留
学
生
、
技
能
実
習

生
等
と
地
域
住
民
と
が
交
流
で
き
る

き
っ
か
け
づ
く
り
や
、
市
民
団
体
や

企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　
使
用
済
小
型
家
電
製
品
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
設

置
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
拠
点

回
収
を
行
っ
て
い
る
。
宅
配
回
収
サ
ー
ビ
ス

は
、
市
民
が
排
出
に
出
か
け
な
く
て
も
宅
配

業
者
が
自
宅
ま
で
回
収
に
来
て
く
れ
る
も
の

で
、
拠
点
回
収
場
所
へ
の
持
ち
込
み
が
困
難

な
方
に
と
っ
て
も
排
出
が
容
易
に
な
る
。
個

人
情
報
を
抹
消
し
た
上
で
安
心
し
て
排
出
す

る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
所
定
の
大
き
さ
の

段
ボ
ー
ル
内
で
小
型
家
電
製
品
に
パ
ソ
コ
ン

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
基
本
的
に
回
収
費
用

が
無
料
に
な
る
な
ど
市
民
の
利
便
性
も
向
上

す
る
。

　

ま
た
、
使
用
済
小
型
家
電
製
品
に
分
類

さ
れ
な
い
品
目
で
あ
る
小
型
充
電
式
電
池

や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ボ
タ
ン
電
池
、

電
子
た
ば
こ
、
加
熱
式
た
ば
こ
に
つ
い
て

も
、
市
に
お
い
て
新
た
に
拠
点
回
収
を
始

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
家
電
量
販
店
等
で

の
排
出
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
大
半
は

燃
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
、
収

集
時
や
不
燃
物
処
理
時
に
発
火
す
る
事
案

も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
利

便
性
の
向
上
も
含
め
、
廃
棄
物
の
適
正
な

処
理
及
び
安
全
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か

ら
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
あ
わ
せ
て
、
排
出
量
も
増
加
し
て
い
る
金

属
小
型
家
電
製
品
の
回
収
・
再
資
源
化
の
促

進
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
担
当
部
局
：
環
境
部
）

コ
ロ
ナ
禍か

に
お
い
て
も
国
際
交
流
を

進
め
る
た
め
に

経済建設
委員会

使
用
済
小
型
家
電
製
品
宅
配
回
収
と

こ
れ
ま
で
の
拠
点
回
収
の
住
み
分
け
は

生活環境
委員会

　
新
山
口
駅
北
側
の
区
域
に
お
い
て
新
た
な
住
居
表

示
を
実
施
す
る
。
自
治
会
等
と
は
令
和
元
年
度
よ
り

住
居
表
示
の
目
的
や
町
割
、
新
町
名
等
に
つ
い
て
協

議
し
て
い
る
。

　
今
後
、
区
域
内
の
地
域
住
民
に
対
し
、
実
施
後
の

手
続
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
法
人
登
記
の
変
更
等
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
法
務
局
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
登
記
手
続
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
く
。

　
市
民
の
意
見
を
伺
い
、
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら

住
居
表
示
を
進
め
、
合
理
的
で
誰
も
が
分
か
り
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
担
当
部
局
：
地
域
生
活
部
）

　
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ⅰ
維
新
ホ
ー
ル
（
２
０
０
０
席
）、
山

口
市
民
会
館
（
１
５
０
０
席
）
入
場
者
の
体
温

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
来
場
者
が
込
み
合
う

こ
と
な
く
短
時
間
で
正
確
に
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

高
額
で
あ
り
、
性
能
や
保
守
管
理
等
に
ば
ら

つ
き
の
あ
る
機
器
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
施
設

で
の
導
入
実
績
や
評
価
等
も
参
考
に
し
な
が
ら

慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

（
担
当
部
局
：
経
済
産
業
部
・
交
流
創
造
部
）

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
導
入
に
あ
た
っ
て

気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は

経済建設
委員会

・ 商業的な相互利益や言語学習等の戦略的な
交流を求める声もあるが、姉妹都市との交
流は、人とのつながりや歴史的関係を通じ
て行われてきたことを大切にされたい。
・ 国同士の交流事業の再開が期待できない状
況が明確であるならば、来年度に限定して
市内での交流事業や人材育成に注力するな
ど、メリハリある予算編成を求める。

委員の意見

・ 専門的知識を有する機器
の選定にあたり、部局を
越えて協力し、検討され
たことを評価する。

委員の意見

宅配便による自宅回収（パソ
コンの無料回収）と拠点回収
のお知らせチラシ
（市ウェブサイト掲載）

パソコンを含む小型家電製品
を箱詰めした段ボール

総合支所・地域交流センター等に
設置の回収ボックス
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11
月
に
発
表
し
た
令
和
３
年

度
予
算
編
成
方
針
か
ら
「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
市
民
生
活
を
守
り
、

本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
」
と

い
う
市
長
の
ぶ
れ
る
こ
と
の
な
い

力
強
い
思
い
を
感
じ
た
。
予
算
編

成
方
針
に
込
め
ら
れ
た
市
長
の
思

い
を
伺
う
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
し

た
今
に
生
き
る
市
民
の
暮
ら
し
の

安
心
の
実
現
と
本
市
の
未
来
を
築

く
好
影
響
・
好
循
環
の
ま
ち
づ
く

り
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
力
強
く
進

め
る
予
算
と
し
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
「
山
口

ゆ
め
回
廊
博
覧
会
」
の
在
り
方

問答

自由民主党山口
原  真也 

予算 令和３年度予算編成方針に込めた思い

　
　
産
業
交
流
拠
点
施
設
が
新
山

口
駅
前
に
完
成
す
る
こ
と
で
、

本
市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

　
　
山
口
県
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
ビ

ジ
ネ
ス
街
の
形
成
に
つ
な
げ

て
い
く
。
ま
ず
は
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
誘
致
開
催
に
よ
る
経
済
効
果
を

山
口
都
市
核
を
は
じ
め
地
域
全
体

に
波
及
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
は
も

と
よ
り
、
広
域
か
ら
様
々
な
人
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
エ
リ
ア

の
価
値
を

高
め
、
広

く
地
域
経

済
の
活
性

化
を
図
っ

て
い
く
。

宿
泊
施
設

や
飲
食
店
、
印
刷
、
看
板
、
イ
ベ

ン
ト
会
社
等
、
市
内
事
業
者
が
そ

の
効
果
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
指

定
管
理
者
、
山
口
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
、
山
口
商
工
会
議
所
、

市
内
各
飲
料
組
合
等
と
も
連
携

し
、
仕
組
み
づ
く
り
、
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問答

県都創生山口
瀧川  勉

産業 山口市産業交流拠点施設について

一般質問・質疑

★ 議員が何を質問したか、読んで
みましょう！
★ 質問と答弁の映像は、各議員の
二次元コード　 からも見られ
ます。
※ 必要な場合には、二次元コードリーダーをインストール

してご覧ください。
※ 情報の受信にかかる通信料は、利用者負担となります。

★ 一般質問の制限時間は、質問と
答弁をあわせて50分です。

市長に聞きたい！
どうなる？ これからの山口市

サンプル

（令和３年度予算編成方針）
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令
和
３
年
度
予
算
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
対
応
、
対
策
を

取
る
の
か
伺
う
。

　
　
令
和
３
年
度
予
算
編
成
方
針

に
お
い
て
、
全
て
の
施
策
分

野
に
つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
積

極
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
と
り
わ
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
皆
様
が
円
滑
に
接

種
で
き
る
よ
う
接
種
体
制
の
確
保

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
取
組
を

教
育
・
子
育

て
・
産
業
振

興
・
医
療
・

介
護
を
は
じ

め
と
す
る
各

施
策
分
野
に

お
い
て
全
力

で
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
に
生

き
る
市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
お

け
る
安
心
の
実
現
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

〇
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

地
方
創
生
に
つ
い
て

問答

高志会
伊藤  青波

予算 令和３年度予算新型コロナウイルス感染症対策は

　
　
山
口
市
産
業
交
流
拠
点
施
設

の
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
お
け
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
設
置
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
に
Ｆ
Ｍ
補
聴

装
置
無
線
式
に
よ
る
集
団
補

聴
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
難
聴
に

は
伝
音
難
聴
や
感
音
難
聴
・
混
合

性
難
聴
等
が
あ
り
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
は
受
信
機
を
介
在
す
る
Ｆ

Ｍ
補
聴
装
置
無
線
式
に
比
べ
音
声

が
聞
き
取
り
や
す
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
施
設
は
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
だ
け

で
な
く
多
様
な
空
間
が
あ
る
の
で
、

施
設
全
体
で
の
利
用
を
想
定
し
、

必
要
な
場
所
に
ル
ー
プ
ア
ン
テ
ナ

の
エ
リ
ア
を
作
る
事
が
で
き
る
携

帯
型
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
シ
ス

テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。
リ
ー
ス
機
器
を
活
用

す
る
な
ど
、
個
別
対
応
に
も
指
定

管
理
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

公明党
山本  敏昭

施設 誰もが使える、誰もが楽しめるメインホール

　
　

政
府
の
「
自
治
体
戦
略

２
０
４
０
構
想
」
に
基
づ
く

取
組
が
進
め
ば
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
民
間
化
・
市
場
化
・
産
業
化
に

つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
方
公
共

団
体
の
自
主
性
を
脅
か
し
、
地
域

住
民
の
意
見
や
願
い
、
要
求
を
無

視
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
と
考

え
る
。
地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る

住
民
自
治
、
団
体
自
治
に
基
づ
き
、

住
民
・
議

会
・
行
政

が
一
体
と

な
っ
た
ま

ち
づ
く
り

を
進
め
る

べ
き
。

　
　
国
は
目
指
す
べ
き
地
方
行
政

の
姿
と
し
て
、
技
術
の
進
展

を
最
大
限
活
用
し
ス
マ
ー
ト
な
も

の
へ
改
革
す
る
地
方
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
、
他
市
町
や
県
と
の
地

域
の
枠
を
超
え
た
広
域
連
携
が
重

要
と
さ
れ
た
。
本
市
と
し
て
は
、

市
民
・
議
会
・
行
政
が
一
体
と
な

り
策
定
し
た
第
二
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る
事
業
と
同
じ
方
向
性
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
取
組
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問答

日本共産党
西村  芳和

行政 「デジタル化」は住民福祉・業務負担改善に

　
　
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い
る
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
か
。
ま
た
、
稼
働
率
を
高

め
る
た
め
に
は
、
類
似
施
設
と
の

コ
ス
ト
的
メ
リ
ッ
ト
に
加
え
、
積

極
的
な
営
業
展
開
、
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
に
対
す
る
補
助
金
等
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
柔
軟
な
対
応
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
大
物
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン

サ
ー
ト
の
仮
押
さ
え
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
系
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が

決
定
し
て
い
る
。
基
本
料
金
も
隣

県
類
似
施
設
と
比
べ
低
設
定
で
あ

り
、
立
地
条
件
や
施
設
の
新
し
さ

な
ど
広
域
的
な
視
点
か
ら
競
争
力

は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
大
型

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
誘
致
に
向
け
、

交
通
利
便
性
の
強
化
や
補
助
金
増

額
等
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問答

ふるさと共創やまぐち
宮川  英之

産業 新山口 産業交流拠点施設 メインホールの活用

建設中のメインホール

やまぐち市議会だより　2021. ２9



　
　
国
民
健
康
保
険
の
感
染
症
対

策
の
傷
病
手
当
は
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
を
含
む
個
人
事
業
主
も
対

象
に
す
べ
き
だ
。
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
つ
い
て
、
一
定
所
得
以

上
の
被
保
険
者
の
窓
口
で
の
自
己

負
担
割
合
を
２
割
に
引
き
上
げ
る

検
討
に
対
し
、
市
と
し
て
被
保
険

者
の
苦
し
い
状
況
を
意
見
す
べ
き

だ
。
介
護
保
険
は
基
金
を
繰
り
入

れ
保
険
料
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

　
　
傷
病
手
当
の
対
象
拡
大
は
国

に
よ
る
全
国
一
律
の
制
度
と

し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
全
て
の

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令

和
７
年
以
降
、
現
役
世
代
の
負
担

を
軽
減
し
、
制
度
の
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
の
見
直
し
で
あ
り
、

国
に
対
し
、
保
険
料
上
昇
を
抑
制

す
る
十
分
な
財
政
措
置
を
要
望
し

た
い
。
次
期
介
護
保
険
料
は
準
備

基
金
の
充

当
な
ど
で
、

現
行
の
基

準
額
を
上

回
ら
な
い

と
見
込
む
。

問答

日本共産党
大田  たける

福祉 医療・介護保険の負担軽減でケアに手厚い地域を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
幅
な
税

収
減
が
予
想
さ
れ
る
中
、
市

の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
は
、
よ
ほ
ど
優
先
度
の

高
い
事
業
で
な
い
限
り
市
民
の
理

解
は
得
に
く
い
。
ま
し
て
や
先
送

り
等
も
可
能
な
大
型
公
共
事
業
の

財
源
に
充
て
る
こ
と
は
、
本
来
の

姿
で
は
な
い
と
考
え
る
。
予
算
編

成
方
針
に
お
け
る
公
共
事
業
の
考

え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

へ
の
対
応
に
向
け
、
総
合
計
画
に

位
置
づ
け
て
進
め
て
お
り
、
本
市

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
都
市
基

盤
整
備
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
予
定
し
て
い
る
も
の

に
つ
い
て
は
計
画
ど
お
り
着
実
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問

・
市
内
企
業
の
支
援
策
に
つ
い
て

・
予
算
要
求
基
準
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
野村  雄太郎

財政 メリハリの効いた予算編成方針か!?

　
　

鋳
銭
司
・
陶
地
区
文
化
財
総

合
調
査
事
業
に
お
け
る
発
掘

調
査
の
成
果
と
今
後
の
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

史
跡
の
保
存
・
活
用
の
方
向

性
を
示
す
保
存
活
用
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
ず
は
、
地
域
の
宝

と
し
て
守
り
継
承
す
る
機
運
の
高

揚
、
さ
ら
に
将
来
、
周
防
鋳
銭
司

跡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
事
業
に
取
り
組
む
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の

市
内
全
域
へ
の
拡
大
は
。

　
　

１
１
６
家
族
３
４
８
人
の
成

約
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同

条
件
の
地
域
を
対
象
に
、
地
域
と

の
連
携
体
制
構
築
を
図
り
な
が
ら
、

順
次
、
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答

県都創生山口
野村  幹男

文化 「史跡周防鋳銭司跡」今後の発掘調査と活用

　
　

経
済
・
社
会
活
動
を
安
心
し

て
行
い
、
医
療
体
制
を
守
る

た
め
に
は
無
症
状
者
の
発
見
と
保

護
が
大
事
で
あ
る
。
保
育
・
教
育
・

医
療
・
介
護
現
場
を
優
先
し
た
社

会
的
検
査
を
早
急
に
す
べ
き
だ
。

全
国
的
に
は
高
齢
者
施
設
等
の
社

会
的
定
期
検
査
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。

　
　

社
会
的
検
査
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
国
や
県
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
な
い
中
、
市
と
し
て

の
実
施
は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

　
　

１
月
22
日
の
発
効
日
に
非
核

平
和
都
市
と
し
て
市
民
や
被

爆
者
、
世
界
の
人
々
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
写
真
展
な
ど

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
主
体
の
活
動
を
行
政
が

後
押
し
す
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
大
き
く
取
組
が
広
が
る
と
考
え

る
。
要
望
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。

問答問答

日本共産党
尾上  頼子

医療 医療･介護･教育現場などへ社会的ＰＣＲ検査を
行政
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に

あ
わ
せ
た
取
組
に
つ
い
て

行政
空
き
家
等
の
対
策
︵
空
き
家・

空
き
地
バ
ン
ク
︶

古代の飛鳥遺跡の復元画（出典
：飛鳥資料館 2017「早川和子
が描く飛鳥むかしむかし」）
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認
知
症
の
方
と
介
護
を
さ
れ

る
方
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
な
取
組
や
考
え
を
伺
う
。

　
　
介
護
者
の
方
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
高
齢
者
等
の
鞄

や
杖
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
取
り
付
け

て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
行
方
不
明

時
に
現
在
位
置
が
確
認
で
き
、
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末

機
器
等
の
購
入
助
成
に
新
た
に
取

り
組
む
。
令
和
３
年
度
は
、
対
象

者
や
補
助
方
法
等
を
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組

に
よ
り
、
認
知
症
の
方
や
家
族
が
、

自
分
ら
し
く
元
気
に
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し

て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向

け
た
取
組

問答

山口維新の会
竹中  一郎

福祉 市民が安心して過ごせる認知症介護支援策を！

　
　
本
市
主
導
で
障
が
い
者
や
高

齢
者
等
、
誰
も
が
気
軽
に
利

用
で
き
る
「
や
さ
し
い
お
風
呂
」

を
造
り
、
健
康
増
進
の
ソ
フ
ト
事

業
も
展
開
す
る
こ
と
で
、
民
間
の

ホ
テ
ル
・
旅
館
等
と
の
役
割
を
す

み
分
け
し
、
お
互
い
の
風
呂
を
紹

介
し
合
え
る
理
想
的
な
温
浴
機
能

を
備
え
た
多
世
代
交
流
・
健
康
増

進
拠
点
施
設
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
障
が
い
者
や
関
係
者
が
気
軽

に
入
浴
で
き
る
よ
う
な
浴
室

の
整
備
水
準
に
つ
い
て
も
、
民
間

宿
泊
施
設
と
の
役
割
分
担
を
含
め
、

公
共
施
設
で
あ
る
本
施
設
の
浴
室

に
求
め
ら
れ
て
い
る
機
能
と
認
識

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
基

本
設
計
に
お
い
て
関
係
者
の
意
見

を
伺
い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

問答

公明党
其原  義信

施設 誰もが入れる「やさしいお風呂」の実現を！

　
　
令
和
２
年
の
水
稲
に
つ
い
て

は
、
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
の
大

発
生
に
よ
る
被
害
や
台
風
に
よ
る

塩
害
に
よ
り
、
大
き
な
損
失
と

な
っ
た
。
本
市
の
支
援
策
を
伺
う
。

　
　
農
家
の
皆
様
の
生
産
意
欲
の

向
上
と
今
後
の
経
営
の
継
続

を
下
支
え
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、

被
害
を
受
け

ら
れ
た
農
家

の
皆
様
に
対

し
て
、
令
和

２
年
産
の
水

稲
作
付
面
積
に
応
じ
て
支
援
す
る

水
稲
生
産
農
家
農
業
者
支
援
給
付

金
制
度
を
創
設
し
た
。

　
　
支
援
給
付
金
の
額
が
少
な
い

と
感
じ
て
い
る
。
第
２
弾
、

３
弾
と
支
給
額
の
上
乗
せ
を
検
討

し
て
は
い
か
が
か
御
所
見
を
伺
う
。

　
　
今
回
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
等

に
よ
る
被
害
は
、
統
計
開
始

以
降
、
過
去
最
低
と
予
測
さ
れ
る

作
況
指
数
に
現
わ
れ
て
お
り
、
大

変
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
県
が

創
設
す
る
事
業
と
一
体
と
な
っ
た

対
応
も
検
討
し
て
い
る
。

問答問答

高志会
伊藤  斉

農業 農家に寄り添った支援策を！
　
　

鋳
銭
司
・
陶
地
区
文
化
財
総

合
調
査
事
業
に
お
け
る
発
掘

調
査
の
成
果
と
今
後
の
保
存
・
活

用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

史
跡
の
保
存
・
活
用
の
方
向

性
を
示
す
保
存
活
用
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
ず
は
、
地
域
の
宝

と
し
て
守
り
継
承
す
る
機
運
の
高

揚
、
さ
ら
に
将
来
、
周
防
鋳
銭
司

跡
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
よ
う
事
業
に
取
り
組
む
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の

市
内
全
域
へ
の
拡
大
は
。

　
　

１
１
６
家
族
３
４
８
人
の
成

約
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
と
同

条
件
の
地
域
を
対
象
に
、
地
域
と

の
連
携
体
制
構
築
を
図
り
な
が
ら
、

順
次
、
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問答問答

　
　

椹
野
川
は
平
成
21
年
・
25
年

に
氾
濫
し
、
家
屋
や
上
水
道

が
冠
水
し
た
。
河
口
域
の
土
砂
堆

積
も
進
ん
で
い
る
。
将
来
を
見
据

え
、
椹
野
川
を
一
級
水
系
へ
変
更

す
る
よ
う
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

　
　
土
地
改
良
区
等
の
水
利
関
係

者
か
ら
一
級
水
系
へ
の
変
更

や
そ
の
要
望
の
必
要
性
は
感
じ
て

い
な
い
と
の
意
見
も
伺
っ
て
お
り
、

現
状
で
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
道
路
河
川
な
ど
都
市
の
骨
格

を
整
備
す
る
県
土
木
本
所
が

県
庁
所
在
地
に
な
い
の
は
本
市
だ

け
。
復
帰
を
県
に
再
度
要
望
す
べ

き
だ
。

　
　
そ
う
し
た
意
見
が
あ
る
旨
は

県
に
伝
え
て
い
る
が
、
現
時

点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
形
は
検
討

し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問答問答

高志会
氏永  東光

行政 椹野川を一級河川へ、県土木建築事務所を本市へ

「やさしいお風呂」の事例。
二次元コードから動画をご覧
いただけます。

もしも 気になるようでしたらお
読みください（認知症啓発冊子）

（市ウェブサイトで紹介）

土砂堆積が進む椹野川の河口域
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多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
専

門
知
識
や
技
能
を
有
す
る
外
部
人

材
の
活
用
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
困
難
な
行
政
課
題
や
新
た
な

時
流
に
迅
速
か
つ
戦
略
的
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
高
度
な
専
門

的
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
有
し
た

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
歳
入

の
確
保
が
難
し
い
中
、
自
主

財
源
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の
か
。

　
　
市
税
等
の
収
納
時
の
利
便
性

向
上
を
図
り
、
徴
収
率
の
向

上
に
努
め
な
が
ら
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
や
広
告
料
収
入
の
確
保
に

つ
い
て
も
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
な

が
ら
取
組
を
継
続
し
て
い
く
。
ま

た
、
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
に

つ
な
が
り
、
ふ
る
さ
と
産
品
の
振

興
を
図
る
上
で
も
重
要
な
取
組
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
戦
略
的

か
つ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問答問答

自由民主党山口
馬越  帝介

行政 自治体の経営資源である人事・財務

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ア
ウ

ト
ド
ア
や
自
然
環
境
を
求
め

る
人
の
流
れ
が
強
ま
る
と
予
測
さ

れ
る
中
、
徳
地
地
域
の
活
性
化
は

重
源
の
郷
の
に
ぎ
わ
い
再
生
な
し

に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
徳
地
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
を
見
据
え

た
位
置
づ
け
、
役
割
を
問
う
。

　
　
地
域
全
体
の
交
流
人
口
の
創

出
や
地
場
産
業
の
振
興
に
寄

与
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
施
設

で
あ
り
、
重
源
の
郷
の
再
生
な
く

し
て
徳
地
地
域
の
活
性
化
は
な
い
。

商
工
業
や
生
産
活
動
を
営
む
方
々
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
な
ど
官
民
協
働
に
よ
る

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
外
部
か
ら

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
起
用
し

た
。
月
一
回
程
度
の
会
議
を
行
い
、

方
向
性
を
ま
と
め
る
。

問答

自由民主党山口
田中  勇

交流 徳地地域の活性化について

　
　
脱
炭
素
社
会
の
動
き
や
森
林

経
営
管
理
制
度
の
両
面
か
ら

市
町
村
の
役
割
が
増
加
す
る
中
、

本
市
の
林
業
振
興
体
制
の
充
実
強

化
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

あ
わ
せ
て
、
山
口
県
中
央
森
林
組

合
の
経
営
基
盤
強
化
に
対
す
る
考

え
を
聞
く
。

　
　
業
務
に
携
わ
る
職
員
の
技
術

や
知
識
の
習
得
に
努
め
、
事

業
の
効
率
化
や
省
力
化
な
ど
資
質

向
上
策
に
複
合
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
組
織
体
制
の
充
実
強
化
に

努
め
た
い
。
ま
た
、
森
林
組
合
な

ど
の
林
業
経
営
体
に
つ
い
て
は
、

労
働
安
全
や
労
働
力
確
保
支
援
を

は
じ
め
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
導
入
、
重

機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
な
ど
、
課

題
に
対
応
し
た
支
援
策
を
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
経
営
基
盤
の
強
化
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○
定
年
延
長
に
つ
い
て

○
過
疎
地
域
の
振
興
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
山見  敏雄

林業 今こそ林業振興体制の充実強化を！

　
　
Ｍ※

ａ
ａ
Ｓ
を
活
用

し
た
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
や
自
動
運
転

バ
ス
、空
港
タ
ク
シ
ー

の
導
入
支
援
は
地
元

住
民
や
観
光
誘
客
の

た
め
に
大
変
重
要
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

自
動
運
転
バ
ス

の
運
行
は
５
Ｇ

環
境
の
構
築
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
先

日
、基
地
局
の
整
備
を

県
に
要
望
し
た
。
運
転
手
不
足
の

解
消
や
観
光
な
ど
様
々
な
こ
と
に

活
用
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
悩
み
を
抱

え
る
子
供
た
ち
へ
の
関
り
と

命
の
大
切
さ
を
教
え
る
教
育
に
つ

い
て
は
、
と
て
も
重
要
と
考
え
る

が
教
育
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

家
族
や
友
人
、
地
域
の
方
々

と
の
つ
な
が
り
の
中
で
共
に

支
え
合
い
共
に
生
き
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
、
自
他
の
生
命
を
大
切

に
す
る
心
情
や
態
度
を
育
む
教
育

の
推
進
に
、よ
り
一
層
努
め
て
い
く
。

問答問答

自由民主党山口
湊  和久

交通 スマートシティに向けた取組と進捗状況について
行政
命
の
大
切
さ
を
教
え
る
教
育

に
つ
い
て

※ＭａａＳ（Mobility as a Service）
複数の交通機関で出発地から目的地への移動
を最適化しサービスとして提供すること。

重源上人像

か
つ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。
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電
気
自
動
車
の
パ
ッ
カ
ー
車

（
じ
ん
か
い
収
集
車
）
を
導

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
環
境
面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
一
方
で
車
両
本
体
価

格
が
高
額
で
あ
る
と
と
も
に
、
交

換
電
池
の
購
入
や
電
池
を
充
電
す

る
た
め
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
設

な
ど
、
車
両
本
体
以
外
に
も
多
額

の
費
用
が
必
要
で
あ
る
。
導
入
費

用
や
電
池
等
の
課
題
が
解
決
す
れ

ば
、
導
入
の
検
討
を
進
め
た
い
。

　
　

国
の
デ※

ジ
タ
ル

活
用
支
援
員
推

進
事
業
を
活
用
し
て

は
い
か
が
か
。

　
　
様
々
な
状
況
を
考

慮
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
機
器
の
操
作
方
法
や

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
利
用
者
が
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境

の
提
供
を
研
究
し
た
い
。

問答問答

就
職
氷
河
期
世
代
の
雇
用
支
援

　
　
そ
の
経
験
や
資
格
を
行
政
の

現
場
で
生
か
し
て
は
。

　
　
専
門
職
や
技
術
職
に
お
い
て
、

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と

し
た
採
用
試
験
の
実
施
は
専
門
的

知
見
を
有
し
た
即
戦
力
人
材
の
確

保
に
大
変
有
益
と
考
え
る
。
就
職

氷
河
期
世

代
を
含
む

幅
広
い
世

代
に
目
を

向
け
た
人

材
確
保
に

つ
い
て
柔

軟
に
検
討

し
て
い
き

た
い
。

障
が
い
者
の
虐
待
防
止

　
　
再
発
防
止
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

虐
待
に
対
し
、
関
係
機
関
を

含
め
た
市
全
体
で
オ
ー
プ
ン

に
協
議
・
協
働
し
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例
の
検
証
等
に
よ
り
知
見
や

技
術
を
高
め
、
虐
待
防
止
に
向
け
、

さ
ら
な
る
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
。 問答問答

ふるさと共創やまぐち
中野  光昭

福祉 ロスジェネ、虐待、当事者ファーストで！！

公明党
桜森  順一

環境 脱炭素社会に向けて、電気自動車の導入を！

　
　

第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
は

本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
、

令
和
２
年
度
は
前
期
基
本
計
画
の

３
年
目
と
な
る
。
令
和
２
年
の
県

外
か
ら
の
移
住
者
数
は
８
４
８
名
、

農
山
村
エ
リ
ア
に
お
け
る
人
口
の

転
出
超
過
は
52
名
と
抑
え
ら
れ
て

お
り
成
果
が
出
て
い
る
。
今
後
、

持
続
可
能
な
市
政
の
発
展
を
成
し

遂
げ
て
い
く
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
組
の
方
向
性
の
下
で
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
実
感
で
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
し
た
社
会
の
変
化
に
も
柔
軟

に
対
応
可
能
な
、
本
市
に
お
け
る

新
た
な
日
常
を
構
築
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
県
都
と
し
て

の
求
心
力
を
高
め
、
本
市
全
体
の

発
展
を
実
現
さ
せ
、住
ん
で
よ
か
っ

た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い

山
口
と
心
か
ら
思
え
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問答

県都創生山口
山下  宏

行政 今後のまちづくりについて

　
　

ト※

ビ
イ
ロ
ウ

ン
カ
、
台
風

に
よ
る
風
害
・
塩

害
に
よ
り
最
悪
と

な
っ
た
水
稲
被
害

へ
の
継
続
的
な
支

援
策
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

被
害
を
受
け

た
農
家
の
生
産
意
欲
の
向
上

と
今
後
の
経
営
継
続
を
図
る
た
め
、

令
和
２
年
産
の
作
付
面
積
10
ア
ー

ル
当
た
り
千
円
の
支
援
金
を
給
付

す
る
。
今
後
は
県
の
施
策
と
一
体

と
な
っ
た
支
援
を
検
討
し
、
令
和

３
年
度
当
初
予
算
編
成
の
中
で
、

３
月
補
正
予
算
も
視
野
に
し
っ
か

り
検
討
す
る
。

　
　

設
置
か
ら
年
数
が
経
ち
、
市

民
ニ
ー
ズ
や
環
境
等
に
大
き

な
変
化
が
見
ら
れ
る
施
設
の
設
置

目
的
や
対
象
者
の
見
直
し
は
。

　
　
施
設
の
設
置
目
的
の
妥
当
性

を
検
証
し
、
対
象
を
限
定
せ

ず
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ

る
施
設
に
し
て
い
く
と
い
う
方
向

性
を
持
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

県都創生山口
野島  義正

農業 水稲被害への支援と継続的な農家支援策を！

※デジタル活用支援員推進事業
地域において支援員を集め育成し、高齢者等に対して
デジタル機器の活用について学ぶ場を提供する。

行政
デ
ジ
タ
ル
格
差
の
対
策
に
つ

い
て

行政
指
定
管
理
施
設
・
制
度
の
見

直
し
に
つ
い
て

※トビイロウンカ
梅雨時期に中国大陸から偏
西風に乗って飛来して増殖す
る、イネに寄生する害虫。

就職氷河期世代の就労支援フロー

第二次山口市
総合計画

（市ウェブサイト）

やまぐち市議会だより　2021. ２13



　
　
多
胎
児
家
庭
に
対
す
る
支
援

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
孤
立
し
や
す
い
多
胎
妊
婦
及

び
多
胎
児
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
、
多
胎
育
児
経
験
者
家
族
と

の
交
流
会
の
開
催
や
多
胎
育
児
経

験
者
に
よ
る
相
談
支
援
等
を
行
う

「
多
胎
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
に
新

た
に
取
り
組
む
。
具
体
的
に
は
市

内
の
多
胎
児
親
の
会
の
運
営
に
保

健
師
・
助
産
師
が
関
わ
り
、
毎
月

開
催
さ
れ
て
い
る
交
流
会
の
充
実

や
、
親
の
会
へ
の
参
加
者
拡
大
等

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
多
胎
育
児

の
ス
キ
ル
が
聞
け
る
機
会
や
当
事

者
同
士
が
情
報
交
換
で
き
る
場
を

提
供
す
る
。
ま
た
、
保
健
師
等
に

よ
る
訪
問
支
援
を
通
じ
、
多
胎
児

家
庭
の
実
態
把
握
を
行
う
中
で
、

保
育
園
へ
の
優
先
的
入
園
や
一
時

預
か
り
利
用
料
の
減
免
、
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
、

行
政
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
つ
い

て
、
必
要
な

制
度
設
計
を

検
討
し
て
い

き
た
い
。

問答

県都創生山口
山本  貴広

福祉 子育てなら山口、多胎児家庭への支援を急げ

　
　
児
童
虐
待
防
止
策
に
つ
い
て
、

山
口
市
の
現
状
と
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
伺
う
。

　
　
山
口
市
の
相
談
通
告
受
理
に

関
わ
る
児
童
数
は
、
令
和
元

年
度
が
３
２
０
人
で
、
増
加
傾
向

に
あ
る
。
う
ち
虐
待
と
し
て
認
定

し
た
も
の
は
19
人
で
、
18
人
が
心

理
的
虐
待
、
ま
た
は
育
児
放
棄
等

で
あ
っ
た
。
今
後
も
児
童
相
談
所

や
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る

行
政
機
関
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
民

間
団
体
と
の
協
力
体
制
も
確
立
し

て
い
き
た
い
。

　
　

本
来
、
大
人
が
担
う
と
想
定

さ
れ
て
い
る
家
事
や
家
族
の

世
話
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子

ど
も
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う

が
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現

状
を
問
う
。

　
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
で
必

要
と
さ
れ
る
視
点
を
持
っ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

公明党
村上  満典

子育て 児童虐待を絶対に許さない社会の実現を！

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
デ
ジ
タ

ル
化
の
遅
れ
な
ど
様
々
な
課

題
が
明
ら
か
と
な
っ
た
一
方
、
働

き
方
の
変
化
や
地
方
移
住
へ
の
関

心
の
高
ま
り
な
ど
人
々
の
意
識
の

変
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本

市
の
総
合
戦
略
に
お
け
る
新
し
い

時
代
の
流
れ
を
力
に
す
る
仕
組
み

づ
く
り
の
具
体
的
な
取
組
を
伺
う
。

　
　
感
染
症
に
係
る
経
済
対
策
の

取
組
の
中
で
、
感
染
拡
大
防

止
や
市
内
消
費
喚
起
の
取
組
に
加

え
、
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
に
お

い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
や
ス
マ
ー

ト
農
業
等
の
展
開
を
可
能
と
す
る

光※

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
未
整
備
地
域

へ
の
整
備
支
援
等
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

築
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
新
し
い
生
活
様
式

を
定
着
さ
せ
て
い
く

た
め
の
取
組
は
、
Ｓ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．

０
を
見
据
え
た
取
組

の
前
倒
し
と
な
る
も

の
で
、ピ
ン
チ
を
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る
取
組

で
あ
る
と
考
え
る
。

問答

ふるさと共創やまぐち
植野  伸一

行政 コロナ禍のピンチをチャンスに変える取組は？　

　
　

現
在
の
彼
、
彼
女
と
の
出
会

い
の
き
っ
か
け
は
何
か
？
と

い
う
意
識
調
査
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
９
．
７
％
と
部
活
や
合
コ
ン

を
上
回
っ
て
第
４
位
に
な
っ
て
い

る
。
実
際
に
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

運
営
企
業
大
手
の
実
績
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
ア

プ
リ
を
通
じ

て
２
０
１
２

年
か
ら
累
計

30
万
人
が
恋

人
を
見
つ
け
、

２
０
１
９
年

に
限
定
し
て
も
３
万
８
千
人
が
結

婚
し
て
い
る
。
一
方
、
県
が
設
置

し
た
や
ま
ぐ
ち
結
婚
応
縁
セ
ン

タ
ー
は
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元

年
時
点
で
89
組
の
婚
姻
数
し
か
出

せ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今
日
本

で
一
番
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
運
営
企
業
と

提
携
し
、
結
婚
を
支
援
し
て
は
い

か
が
か
。

　
　
県
と
本
市
で
事
業
が
重
複
し

な
い
よ
う
役
割
を
明
確
に
し

た
上
で
、
Ａ
Ⅰ
を
活
用
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

問答

市民クラブ
部谷  翔大

行政 若者の出会いはネットが中心。アプリと提携を！

児童の養育、虐
待などの相談や、
ひとり親家庭の
相談は、家庭児
童相談室へ

（市子育て支援応援サイト）

※光ファイバー網の未整備地域
令和２年度整備着手の地域は、仁保、陶、鋳銭司、
名田島、秋穂二島、秋穂、徳地地域。
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議会からのお知らせ
市内で学ぶ
視察報告
くわしくは、ホームページに掲載しています。

　　　視覚障がいのある方の声を聴き、
　 要望書の内容を調査
　新山口駅北口駅前広場整備における視覚障がい者への配慮の状
況について視察を行いました。
　現地では、市に対する改善要望の内容を当事者の方から直接お
伺いするため、当事者団体である山口市盲人福祉協会会長をはじ
め３名の方にご協力いただき、議長宛に提出された要望書の内容
について説明を受けました。全盲の方の意見を体感できるよう、
委員がアイマスクをして白杖を持ち、関係箇所の確認等を行い
現地調査を通じて当事者の不安や不便さを身をもって感じました。

　引き続き委員会としての調査・対応が必要であると判断したこ
とから、12月 15 日の経済建設委員会において、当該施設をはじ
め公共施設の設計・施工を主に所管する都市整備部に対し、今後
の対応等について確認しました。
　都市整備部もこのたびの要望内容をしっかりと把握しており、
対応可能な箇所については、当事者の方の意見を伺いながら積極
的に改修するとともに、周辺の産業交流拠点施設や駅への誘導ルー
トを明確にするため、点字による案内表示や音声案内システムの
設置などに取り組むという前向きな答弁がありました。

　34名の議員は、それぞれ考え方や政治理念に
違いはあっても、市民の声、地域や団体の意見等
をお聞きし、みなさんと共に考え、市政に反映さ
せるよう活動しています。
　市議会ホームページに、議員の連絡先を掲載し
ていますので、身近なお困りごとやご意見など、
まずは議員までお気軽にご相談ください。
　議長宛に文書で提出する「請願・陳情」という
制度の説明も掲載しています。

その 　　　　　、
議員にお聞かせください

　11月8日（日）、市議会主催による議会改革フォーラム「これからのまちづくり
と山口市議会」を開催し、議員を含む約100名の参加がありました。
　フォーラムでは、山梨学院大学法学部教授の江藤俊昭氏に「まちづくりと議会の
役割」と題し、次世代が希望を持てるまちづくりに向けて、これからの議会、議員に
求められる役割についてご講演をいただきました。その後、本市議会でこの一年間
に取り組んできた議会改革の報告を行い、参加者にアンケート調査を実施しました。
　さらに、11月10日から12月10日までの一か月間、議会改革フォーラムの様
子をインターネット配信し、同時にアンケート調査も行いました。
　アンケート結果や、それらを踏まえた今後の議会改革の取組状況等については、
今後、市議会ホームページに掲載していきます。

フォーラム開催報告 議会と議員の役割を考える

11/17  経済建設委員会

手すりを伝って歩くと支柱に衝突する箇所（２階）

床面（グレー）と誘導ブロック（シルバー）の色
（輝度）の差がないため視認しづらい

・ 今後、積極的に当事者の意見を伺うとのことだが、当事者
団体の代表であっても完璧な意見や指摘をすることは当然
できないし、その方に対して責任を求めるようなことが決し
てあってはならない。
・ 建築物や道路・公園などの整備にあたっては、設計段階に
おいて、視覚に障がいのある人だけでなく、様々な当事者
の声を聞き、あらゆる人にとって使い勝手のよいユニバー
サルデザインの考え方に基づく設計・施工に努めてほしい。
また、既存施設のバリアフリー化の推進に向け、部局横断
的に全庁を挙げて取り組んでほしい。

委員の意見

江藤教授による講演の様子

お悩み
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12月の亀山公園、山口県立美術館そばのクリスマスイ
ルミネーションです。
　空が少し明るい黄昏時に雄大なサビエル記念聖堂のイル
ミネーションがとても際立っていました。

【表紙写真】

委員長　倉重　浩　　副委員長　大田たける
委　員　泉　裕樹・湊　和久・中島裕一・野島義正
　　　　山本貴広・山本敏昭・植野伸一・伊藤青波
　　　　野村雄太郎

議会の主な動き

次号は５月１日です

市議会だより等編集委員会

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所：〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局「議会の感想」宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.
yamaguchi-gikai.jp

●インターネット録画中継
http://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

●２０日  第1７回議会改革検討協議会
● 21日 新本庁舎の建設等に関する調査特別委員会
●27日 議会運営委員会
●２８日  市議会だより等編集委員会
●30日 広報広聴委員会

● 2日 山口市新本庁舎の建
設等に関する調査特
別委員会

● 8日 議会改革フォーラム「これからのまちづくり
と山口市議会」（ニューメディアプラザ山口）

● 9日 会派代表者会議、議会運営委員会
●１７日  第1８回議会改革検討協議会、経済建設委

員会管内視察
●１９日  新本庁舎の建設等に関する調査特別委員会
●20日 議会運営委員会、執行部説明会、広報広聴

委員会
●30日 第５回定例会初日（～１２月２１日最終日）、

総務委員会（陳情関係）

● 1日 議会運営委員会、会派代表者会議
● 4日 総務委員会（陳情関係）
● 7日 市議会だより等編集委員会
●17日 新本庁舎の建設等に関する調査特別委員

会、広報広聴委員会、第1９回議会改革検
討協議会

●21日 議会運営委員会、市議会だより等編集委
員会

各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（１０月～１２月：４団体２７名）
１０月２７日 神奈川県川崎市議会

   ３０日 佐賀県議会
１１月 ４日 佐賀県神埼市議会

  ５日 京都府宮津市議会

※１０月から行政視察の受入れを再開しました。

10月

12月

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

11月

編　集　後　記
　昨年は新型コロナウイルスに明け暮れた年であり、今年もま
だ、先行きが見通せない状況です。一般質問もコロナ関連やト
ビイロウンカの大被害など暗い話題が多い議会でした。今年は
丑年です。ゆっくりと着実に前へ進みたいものです。（泉）
　１２月定例会号では前回に引き続き山口市が取り組んで
来た多くのコロナ対策をご紹介しています。市民の皆さんに
一日も早く穏やかな日常が戻って来ることを祈りつつ、表紙
写真には明るい未来にふさわしい希望の光、イルミネーショ
ンを撮影してみました。（湊）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

2/14 15 16 17 18 19 20

20 22 23 24 25 26 27

28 3/1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

日 月 火 水 木 金 土

10：00～17：00
ケーブルで生中継

本会議
（初日）
10：00～

本会議
（最終日）
10：00～

一般質問
・質疑
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
経済建設
委員会
10：00～

総　務
委員会
経済建設
委員会
10：00～

会議日 は傍聴ができます。

14 15 16 17 18 19 20 

天皇誕生日

陳情の受付…2/5（金）まで　請願の受付…2/12（金）まで

感染症対策をとり開催
したフォーラム
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